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雪
の
舞
い
散
る
二
月
十
九
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
金
沢
で
、
琉
球

大
学
の
矢
ヶ
﨑
克
馬
名
誉
教
授

に
よ
る「
放
射
線
の
健
康
影
響
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演

【
関
連
記
事
五
面
・
九
面
】の
後
、

石
川
県
保
険
医
協
会
第
三
十
八

回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
た
。

初
め
に
昨
年
の
三
月
十
一
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の

方
々
と
、
前
回
総
会
か
ら
の
物

故
会
員
お
二
人
に
対
し
て
、
黙

祷
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
西
田
直
巳

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
石

川
県
保
険
医
協
会
は
今
年
も
先

頭
に
立
っ
て
、保
険
医
の
経
営
、

生
活
と
権
利
を
守
り
、
国
民
医

療
の
向
上
の
た
め
に
奮
闘
し
て

い
く
決
意
を
表
明
さ
れ
た
。

総
会
議
長
に
は
、
金
沢
市
寺

中
町
で
む
ら
た
小
児
科
医
院
を

開
業
さ
れ
て
い
る
村
田
祐
一
会

員
が
選
出
さ
れ
た
。
二
〇
一
一

年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び

二
〇
一
二
年
度
の
活
動
方
針
案

は
喜
多
徹
副
会
長
よ
り
提
案
さ

れ
、
二
〇
一
一
年
度
決
算
報
告

お
よ
び
二
〇
一
二
年
度
予
算
案

は
、
三
宅
靖
理
事
よ
り
提
案
さ

れ
た
。
会
計
監
査
報
告
は
、
申

東
奎
監
事
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
の
発
言
で

は
、
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
の
再

開
要
望
や
、
福
祉
国
家
を
め
ざ

し
た
活
動
の
強
化
を
求
め
る
ご

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
執
行
部

か
ら
は
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
前

向
き
な
答
弁
が
行
わ
れ
た
【
関

連
記
事
三
面
】。

最
後
に
、
大
平
政
樹
副
会
長

よ
り
総
会
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

以
下
の
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。

①
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

に
名
を
借
り
た 

弱
者
切
り
捨

て
の
消
費
税
増
税
を
撤
回
す
る

こ
と
。
②
医
療
費
総
枠
を
拡
大

し
、
医
科
、
歯
科
、
病
院
・
診

療
所
と
も
に
適
切
な
医
療
水
準

を
保
て
る
よ
う
に
診
療
報
酬
を

引
き
上
げ
る
こ
と
。
③
窓
口
負

担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
。

④
国
民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ

せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
直
ち
に
中

止
す
る
こ
と
。
⑤
脱
原
発
を
基

本
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

根
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
。

こ
の
定
期
総
会
に
お
け
る
す

べ
て
の
議
案
が
、
出
席
者
全
員

の
賛
意
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
、

石
川
県
保
険
医
協
会
の

二
〇
一
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

厚
労
省
の
集
計
に

よ
れ
ば
、
昨
年
の
七

月
時
点
で
生
活
保
護

受
給
者
数
が
二
百
五

万
人
を
超
え
、
過
去

最
高
を
更
新
し
た
と

い
う
。わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
も
、

生
活
保
護
者
の
歯
科
受
診
が

年
々
多
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。

一
般
に
受
給
者
の
多
く
は
未
処

置
歯
数
を
多
数
有
す
る
故
に
、

大
が
か
り
で
長
期
の
治
療
を
必

要
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
背

景
に
は
、
生
活
保
護
受
給
者
は

医
療
費
負
担
が
な
い
も
の
の
、

そ
れ
ま
で
の
間
に
必
要
に
応
じ

て
受
診
が
で
き
る
機
会
が
保
障

さ
れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
た

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
一

方
、
北
欧
で
は
、
未
成
年
者
の

医
療
費
が
無
料
に
な
っ
て
い
る

国
が
あ
る
。
し
か
も
、
学
校
歯

科
検
診
で
虫
歯
が
発
見
さ
れ
る

と
、
授
業
に
優
先
し
て
歯
科
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
ほ
ど
の
徹
底
ぶ
り
と
い

う
。
初
期
治
療
の
推
進
と
と
も

に
、
発
生
予
防
に
も
重
点
を
置

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
北
欧
の
該

当
国
に
お
け
る
カ
リ
エ
ス
フ

リ
ー
者
率
は
、
日
本
よ
り
は
る

か
に
良
い
。
健
康
度
が
高
い
の

で
あ
る
▼
日
本
で
も
、
こ
の
辺

で
医
療
制
度
を
大
き
く
変
え
る

時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生

活
保
護
と
な
っ
て
か
ら
医
療
費

負
担
を
な
く
す
政
策
で
は
、
と

て
も
不
十
分
で
あ
る
。
第
一
次

予
防
に
財
源
を
割
き
、同
時
に
、

医
療
費
の
個
人
負
担
の
軽
減
を

推
進
す
る
こ
と
で
受
診
抑
制
を

解
き
放
て
ば
、
国
民
の
健
康
度

を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、

不
必
要
な
医
療
費
も
縮
小
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

開会あいさつに立つ西田直巳会長

活動報告・方針（案）を
提案する喜多徹副会長

決算・予算の提案をする
三宅靖理事

会則の一部改正について
提案する平田米里副会長

総会アピールを提案する
大平政樹副会長

会計監査報告をする
申東奎監事

記念講演は矢ヶ﨑克馬氏（琉球大学名誉教授）をお招きし、
「放射線の健康影響」をテーマに開かれた【関連記事9面】

理事　山本　司（野々市市・歯科）

第３８回定期総会
活動方針・予算案などすべて承認され
2012年度がスタート2012年度がスタート

ところ

と　き

ところ

金沢
会場

七尾
会場

医科新点数介護報酬検討会

医科新点数運用説明会

※申し込みは締め切りました。
　人数の変更は必ずお知らせ下さい。

と　き

ところ

と　き2012年3月25日（日）
午前10時～12時半

2012年3月22日（木）
午後7時～9時半

2012年3月25日（日）
午後2時半～5時

石川県地場産業振興センター
本館・大ホール

七尾サンライフプラザ

ところ

と　き

ところ

金沢
会場

七尾
会場

と　き 2012年4月26日（木）
午後7時半～9時45分

2012年4月29日（日）
午前10時～12時半

ホテル金沢 2階ダイヤモンド 七尾美術館アートホール

ホテル金沢 2階ダイヤモンド

歯科新点数検討会

予告

※詳しくは後日お送りする案内チラシをご覧下さい。

議長に選任された村田祐一先生

総合司会を務めた山本司理事

石 川 保 険 医 新 聞（1）2012年3月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第479号



第
二
十
二
回
の
「
な
ん
で
も

学
術
！　

な
ん
で
も
回
答
？　

よ
ろ
ず
勉
強
会
」が
二
月
二
日
、

近
江
町
交
流
セ
ン
タ
ー
第
一
研

究
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
勉
強
会
で
は
「
歯
科
か
ら
医

科
へ
の
発
信
」
を
ひ
と
つ
の
柱

と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
や
わ
た
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
小
松
市
）

院
長
の
中
新
敏
彦
先
生
に
「
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
講
座
」
と
い
う
演

題
で
講
師
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
先
進
歯
科
医
療
の
専
門
家

に
よ
る
医
科
を
意
識
し
た
講
演

が
期
待
で
き
る
ま
た
と
な
い
機

会
と
あ
っ
て
、
当
日
は
猛
吹
雪

に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
七
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

ご
講
演
の
内
容
も
、
期
待
に

た
が
わ
ず
大
変
に
興
味
深
い
も

の
で
し
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

歴
史
に
始
ま
り
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
と
義
歯
の
比
較
、
現
在
の
普

及
状
況
、
認
定
医
制
度
、
ご
自

身
の
治
療
成
績
、
そ
し
て
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
手
術
の
リ
ス
ク
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を

と
て
も
分
か
り
や
す
く
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
成
功
の
た
め
に
は
、

徹
底
し
た
口
腔
内
清
掃
の
指
導

が
不
可
欠
で
あ
る
と
重
ね
て

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
、
実

際
に
オ
ト
ガ
イ
下
動
脈
を
損
傷

し
死
亡
に
至
っ
た
症
例
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ス
ク
回
避

に
は
、
局
所
解
剖
を
熟
知
し
、

確
実
な
診
断
を
行
い
、
十
分
な

医
科
の
た
め
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
す
べ
て

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

第
二
十
二
回
な
ん
で
も
学
術
! 

な
ん
で
も
回
答
? 

よ
ろ
ず
勉
強
会

歴
史
か
ら
手
術
の
リ
ス
ク
ま
で

二
〇
一
一
年
七
月
十
六
日
、

き
ょ
う
さ
れ
ん
（
旧
称
／
共
同

作
業
所
全
国
連
絡
会
）
石
川
支

部
設
立
総
会
に
お
け
る
障
害
の

あ
る
当
事
者
の
訴
え
が
発
端
と

な
り
、
移
動
支
援
事
業
の
対
象

者
を
「
当
該
自
治
体
に
居
住
地

を
有
す
る
も
の
」
に
限
定
し
て

い
た
加
賀
市
の
施
策
が
改
善
さ

れ
た
。

現
在
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
の

ケ
ア
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る

Ａ
さ
ん
の
入
所
前
の
居
住
地

は
、
加
賀
市
で
あ
る
。
加
賀
市

の
地
域
生
活
支
援
事
業
実
施
要

綱
で
は
、
移
動
支
援
事
業
等
の

対
象
者
を
「
①
障
害
者
（
児
）

で
当
該
自
治
体
に
居
住
地
を
有

す
る
も
の
②
障
害
者
自
立
支
援

法
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
所

障
害
者
で
、
入
所
前
に
有
し
た

居
住
地
（
こ
れ
を
「
住
所
地
特

例
地
」
と
い
う
）
が
当
該
自
治

体
で
あ
る
も
の
」
と
定
め
て
い

る
が
、
実
際
に
運
用
し
て
い
る

の
は
①
の
み
で
あ
る
。

「
私
も
移
動
支
援
を
使
っ
て

み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
好
き
な

と
こ
ろ
に
行
き
た
い
」
と
い
う

Ａ
さ
ん
か
ら
の
訴
え
に
も
と
づ

き
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
石
川
支
部

で
は
設
立
総
会
に
出
席
さ
れ
て

い
た
石
川
県
障
害
保
健
福
祉
課

長
に
県
下
十
九
市
町
の
移
動
支

ま
た
、医
科
と
の
関
連
で
は
、

骨
粗
鬆
症
に
対
す
る
ビ
ス
フ
ォ

ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
投
与
と
の

関
連
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
汎
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
で

す
が
、
こ
の
薬
剤
の
投
与
下
で

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
行
う
と
、
成

功
率
の
低
下
は
も
と
よ
り
、
顎

骨
壊
死
の
危
険
が
高
く
な
る
た

め
、
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
推

奨
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
医
科
と
し
て
も
ビ
ス
フ
ォ

ス
ホ
ネ
ー
ト
を
用
い
る
と
き

は
、
そ
の
患
者
さ
ん
が
将
来
的

に
歯
科
の
治
療
を
受
け
る
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
大
い

に
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
よ
ろ
ず
勉
強
会
で

は
、
歯
科
か
ら
の
発
信
を
定
期

的
に
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

医
科
に
と
っ
て
も
、
大
変
に
有

益
な
内
容
で
す
。
さ
ら
に
多
く

の
会
員
の
先
生
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

経
験
の
あ
る
歯
科
医
師
の
も
と

で
の
み
手
術
を
施
行
す
る
べ
き

で
あ
る
と
強
調
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。き

ょ
う
さ
れ
ん
か
ら
制
度
改
善
の
報
告

当
事
者
の
訴
え
に
よ
る
運
動
実
り

加
賀
市
の
移
動
支
援
事
業
が
改
善

援
事
業
の
実
態
調
査
を
依
頼

し
、
石
川
県
保
険
医
協
会
で
も

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
改
訂
第
八
版

の
自
治
体
施
策
ア
ン
ケ
ー
ト
項

目
に
移
動
支
援
事
業
を
追
加
し

た
。こ
の
二
つ
の
調
査
に
よ
り
、

加
賀
市
だ
け
が
対
象
者
を
不
当

に
制
限
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
石
川
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
で
は
、

昨
年
十
一
月
の
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
際
に
加
賀
市
障
害
福
祉

課
長
に
当
事
者
の
願
い
を
伝
え

て
速
や
か
な
改
善
を
せ
ま
っ

た
。こ

の
よ
う
な
運
動
の
広
が
り

に
よ
り
、
加
賀
市
は
本
年
一
月

よ
り
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所

者（「
住
所
地
特
例
地
」を
含
む
）

も
移
動
支
援
事
業
の
対
象
者
と

す
る
よ
う
運
用
改
善
を
図
っ

た
。「

運
動
は
裏
切
ら
な
い
」、
ぶ

れ
ず
に
、
こ
び
ず
に
、
そ
し
て

あ
き
ら
め
ず
に
、
当
該
自
治
体

に
粘
り
強
く
働
き
か
け
た
こ
と

が
成
果
に
結
び
つ
い
た
。 

（
き
ょ
う
さ
れ
ん
賛
助
会
員　

神
田
順
一
）

改訂第８版

会員には、
1冊無料で
お送りしました。
（追加は1冊1,500円です）

●2011年12月26日発行
●Ａ4判
●349頁
●1冊1,500円（税込み）
●石川県保険医協会

保険医年金の新規加入・増口をお考えの 
先生は、協会事務局までお問い合わせくだ
さい。パンフレット等を送付させていただき
ます。

加入チャンスは
年2回です!

普及開始！

保険医年金
 4月1日～5月25日
 2012年9月1日
 1．258％（2012年3月1日現在）予 定 利 率

前半期受付期間

加 入 日

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
ハ
ネ
が
好
手
。
白
２
に
は
黒

３
か
ら
５
で
黒
生
き
で
す
。
黒
１
で
イ

は
白
３
黒
ロ
白
１
で
黒
死
。
白
２
で
４

な
ら
黒
３
白
２
黒
５
で
同
じ
く
黒
生

き
。
黒
３
で
イ
は
白
４
黒
３
白
５
で
黒

死
で
す
。

囲

解
答

碁
45

3

21
イ
ロ

☗
１
一
歩
成
☖
同
玉
☗
１
二
金

☖
同
飛
☗
２
三
桂
☖
２
一
玉
☗

３
一
金
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
に
☗
３
二
金
と

飛
車
を
取
る
手
は
後
が
続
き
ま

せ
ん
。
☗
１
一
歩
成
か
ら
☗
１

二
金
と
捨
て
る
の
が
好
手
順

で
、
☗
２
三
桂
で
ピ
ッ
タ
リ
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

６
＋
４
で
、答
え
は「
10
」

（
問
題
10
面
）

石 川 保 険 医 新 聞 2012年3月15日（毎月15日発行）（2）第479号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

講師の中新敏彦先生



二
月
七
日
、
久
し
ぶ
り

の
？
当
番
議
長
。
総
会
直
前

と
あ
っ
て
、
議
論
す
る
こ
と

は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
協
会
か

ら
の
厚
労
省
へ
の
パ
ブ
コ
メ

が
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
に
数
多
く

掲
載
さ
れ
、「
さ
す
が
工
藤

事
務
局
長
」
と
盛
り
上
が
る

こ
と
甚
だ
し
。

話
題
が
変
わ
っ
て
、
次
年

度
予
算
案
の
検
討
に
な
る

と
、
急
に
暗
い
ム
ー
ド
。
い

ず
こ
も
厳
し
い
話
し
か
出
て

こ
な
い
。
だ
っ
て
、
入
っ
て

く
る
お
金
は
増
え
な
い
の

に
、
会
員
の
た
め
の
協
会
行

事
（
講
習
会
、
説
明
会
）
は

右
肩
上
が
り
。
と
り
あ
え
ず

緊
縮
財
政
に
耐
え
る
っ
き
ゃ

な
い
わ
け
で
す
。

協
会
新
聞
で
は
、
今
話
題

の
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
を
会
員
に
も
う
少
し
詳

し
く
知
っ
て
ほ
し
い
？
・・・ 

っ
て
こ
と
で
、
勉
強
部
屋
を

作
り
ま
す
。乞
う
！
ご
期
待
。

【
大
平　

記
】

（2月7日・１２人出席）

第18回 理事会点描

総会直前の理事会
議事盛りだくさん
総会直前の理事会
議事盛りだくさん

【2012年度活動方針案について】
●社会保障について学び続けることが重要である。社会保障セミナーの開催が必要ではないか。
→社会保障セミナーついては、2012年度活動方針案に盛り込まれていることを大川義弘理事が答弁。

参加者確保などの課題を踏まえ、2012年度に開催できるよう取り組む。
●活動方針案をみると、運動が多岐にわたっている。たこつぼ的な運動すなわち、ひとつひとつを

追求していく活動のみならず、福祉国家をめざす全体的な活動も必要ではないか。
→他団体などと連携し、金沢大学の井上英夫教授らがまとめられた新福祉国家の理念の普及に努め

ていきたい。具体化については理事会にて検討させていただきたい、と喜多徹副会長が答弁。
　保険医協会単独ではなく、社保協など他団体と共に運動を進めていきたい旨を西田直巳会長が述

べた。

【その他】
●物故会員は現役の会員が亡くなった場合に総会議案書に掲載しているが、元役員などが亡くなっ

た場合も弔意を示した方が良いのではないか。
→理事会にて検討した結果、退会された元役員については、弔電を出させて頂いた方に関して、総

会にて紹介し黙祷を捧げさせていただくこととなった。

第38回定期総会では、フロアから下記の発言と、執行部からの答弁がありました。

フロアから出された意見
第３８回定期総会

本書（本シリーズ）の発刊は、現在進行の構造改革政治を止めさせ、新たな福
祉国家建設へと転換させることを目的としたものである。ここでいう福祉国家と
は、雇用と社会保障によって生活保障に責任をもつ国家と定義されるが、現代の
新自由主義型国家が攻撃目標とするのも同じ雇用と社会保障であることは言うま
でもない。

しかし「生活保障に責任をもつ」といっても項目が多岐にわたるため、福祉国
家構想研究会では新自由主義型国家に対抗するため 6 つの柱を掲げ、その柱に呼
応する領域に研究班（活動家と研究者）を編成し、それぞれの成果を出版物とし
てシリーズ発行する予定である。

この本（シリーズ 1 ）は、 6 つの柱の多くに関係する医療保障を主なテーマと
して論述している。本文は簡潔な文章となっているが、中身の大変濃い文章で埋
め尽くされている。

序章は、まず医療保障と現物給付原則や医療における必要充足の原則というい
わば基礎中の基礎から始まる。次いで、国が加入を強制する医療保険と市場原理
をベースにした民間保険の本質的な差異に関して保険原理と人権原理との対抗関
係で論じ、現状は保険原理が国民皆保険を形骸化させる圧力となっていると解説
する。

第一章は横山壽一氏の分担執筆による民主党政権と医療政策の新自由主義化で
ある。その中でも、現物給付から現金給付への転換のパートは、釈迦に説法では
あるが、医療保険の持つ本質を明快に解説する内容となっていて保険医を勇気づ
ける。また、社会保障と税の一体改革と医療政策に関するパートでは民主党政策
のウソを一刀両断に切り捨て去りもしている。一部を紹介しよう。「一般に、社
会保障の財源確保のために消費税を求める論議であれば、増税と引き換えに社会
保障の拡充が約束されると国民は理解する。ところが、今回の一体改革が求めて
いるのは、増税プラス社会保障の削減である。医療もその例外ではない。・・」

そのほか、珠玉の言葉がいたるところにちりばめられ、飽くことがない。もっ
と詳細を知りたいと思えば読むしかあるまい。ともかく200ページ強で1,900円は
知的好奇心を満たして余りある安い買い物と思う。

新 刊 案 内
誰でも安心できる
医療保障へ
皆保険50年目の岐路
二宮厚美・福祉国家構想研究会 ───── ◉編

大月書店

推薦者　平田　米里（野々市市・歯科）

地
域
連
携
パ
ス
が
花

盛
り
で
あ
る
。
病
院
か

ら
回
復
期
リ
ハ
、在
宅
、

施
設
へ
の
継
続
性
の
あ

る
医
療
提
供
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
悲
願
で

あ
ろ
う
。
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
嚥

下
障
害
患
者
に
対
し
て
病
院
で
行
わ

れ
た
胃
瘻
の
管
理
が
、
後
方
施
設
に

お
い
て
切
れ
目
な
く
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
本
来
な
ら
歓
迎
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。

し
か
し
、現
状
は
そ
う
で
は
な
い
。

栄
養
を
入
れ
て
体
力
を
快
復
す
る
と

い
う
名
目
で
つ
く
ら
れ
た
胃
瘻
が
、

あ
ま
り
喜
ば
れ
て
は
い
な
い
よ
う
な

の
だ
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
在
宅
に

せ
よ
、
施
設
に
せ
よ
、
送
り
込
ま
れ

て
く
る
胃
瘻
患
者
の
廃
用
が
進
み
過

ぎ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。「
再
び
食

べ
る
た
め
の
胃
瘻
」
と
言
わ
れ
て
胃

瘻
手
術
の
説
明
を
受
け
て
い
た
と
し

て
も
、実
際
に
は
リ
ハ
を
や
る
に
も
、

栄
養
管
理
を
や
る
に
も
、
き
び
し
い

状
態
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
問
題
は
廃
用
で
あ
り
、

廃
用
が
い
つ
ど
こ
で
進
む
の
か
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
誰
か
の
責

任
追
及
を
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
た
だ
、
私
た
ち
地
域
の
問
題

と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。た
と
え
ば
、

病
院
で
摂
食
嚥
下
訓
練
を
十
分
せ
ず

に
胃
瘻
を
す
る
か
ら
、
あ
る
い
は
施

設
入
所
の
待
機
中
に
廃
用
が
進
む
の

か
、
は
た
ま
た
開
業
医
が
通
院
患
者

や
在
宅
患
者
の
体
重
減
少
や
嚥
下
困

難
に
気
が
つ
か
な
い
間
に
廃
用
が
進

ん
で
い
る
の
か
等
々
、
病
院
や
診
療

所
や
施
設
を
問
わ
ず
、
地
域
の
す
べ

て
の
医
師
や
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
が
一

度
真
剣
に
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け

る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
摂
食
嚥
下
困
難
と
栄
養

障
害
、
そ
れ
と
関
連
す
る
廃
用
を
高

齢
化
社
会
の
一
大
事
と
捉
え
る
な

ら
、
病
気
発
症
後
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
活
動
と
、
病
気

発
症
前
の
予
防
的
介
入
は
車
の
両
輪

で
あ
り
、
両
者
に
お
い
て
普
遍
的
に

重
要
な
の
は
、と
り
も
な
お
さ
ず「
口

か
ら
食
べ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
人
体

の
活
動
で
も
っ
と
も
複
雑
系
と
い
わ

れ
る
「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
」
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
廃
用
防
止
の
最
高

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
多
職
種
連
携

の
真
骨
頂
で
あ
る
。

医
科
歯
科
共
同
体
で
あ
る
保
険
医

協
会
に
、
期
待
さ
れ
る
役
割
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

医
科
・
歯
科
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
一
体
で

摂
食
嚥
下
困
難
、栄
養
障
害
、廃
用
を
防
げ

「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
」
の
維
持
の
た
め
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第
五
回
目
と
な
る
在
宅
医
訪

問
は
、
訪
問
歯
科
診
療
を

十
五
、六
年
前
よ
り
行
っ
て
い

る
、
わ
た
や
歯
科
医
院
の
綿
谷

晃
先
生
に
お
願
い
し
、
二
月
六

日
に
訪
問
し
ま
し
た
。
今
ま
で

の
取
材
班
は
医
科
の
理
事
と
事

務
局
員
で
し
た
が
、
今
回
は
そ

れ
で
は
心
も
と
な
い
の
で
、
歯

科
の
平
田
米
里
副
会
長
（
野
々

市
市
）
と
歯
科
担
当
の
小
野
栄

子
事
務
局
員
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

医
科
は
、
歯
科
の
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
な
い（
素
人
レ
ベ
ル
）

の
で
、
ま
ず
訪
問
歯
科
診
療
の

実
際
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
木
曜
日
の
午
後
に
訪
問
診

療
の
時
間
を
取
っ
て
い
ま
す
。

が
、
緊
急
で
義
歯
の
調
整
が
必

要
な
場
合
な
ど
は
平
日
の
夜
と

か
土
曜
日
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
」「 

訪
問
先
は
、
老
健
や
特

養
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

高
齢
者
施
設
が
多
く
、
自
宅
は

少
な
い
で
す
」「
高
齢
者
施
設

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
義
歯
の
不
適

合
に
気
付
い
た
り
し
て
依
頼
さ

れ
ま
す
」「
一
般
的
に
、
訪
問

歯
科
診
療
の
対
象
は
、
義
歯
の

調
整
、
義
歯
の
作
製
、
抜
歯
な

ど
で
す
。
基
本
的
に
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、

訪
問
で
も
可
能
で
す
が
、
埋
伏

歯
の
抜
歯
な
ど
は
訪
問
で
は
困

難
で
す
」「
た
と
え
ば
義
歯
の

作
製
の
場
合
は
、
訪
問
診
療
は

週
に
一
回
で
四
回
ほ
ど
で
終
了

し
ま
す
。
訪
問
歯
科
診
療
料
含

め
て
自
己
負
担
は
一
割
で
約

一
万
円
で
す
」「
義
歯
が
入
る

と
食
べ
る
機
能
は
お
お
よ
そ
六

割
ほ
ど
回
復
し
ま
す
」「
義
歯

の
寿
命
は
三
、四
年
く
ら
い
で

す
」「
義
歯
作
成
後
は
、
半
年

た
た
な
い
と
新
た
な
義
歯
を
保

険
で
作
製
で
き
ま
せ
ん
」「
義

歯
を
作
製
し
て
も
、
今
ま
で
の

口
腔
環
境
と
異
な
っ
た
感
覚
が

強
い
と
患
者
満
足
度
は
低
い
場

合
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
よ
ろ
し
く
、
離
乳
食
か
ら

初
め
て
徐
々
に
好
き
な
も
の
へ

と
慣
ら
す
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
」「
訪
問
し
て
診
療
に
か

か
る
時
間
は
五
分
の
と
き
も
あ

れ
ば
、
一
時
間
近
く
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」。

さ
ら
に
綿
谷
先
生
は
、「
訪

問
歯
科
に
行
く
と
き
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
一
人
と
機
材
を
四
箱

持
っ
て
出
か
け
ま
す
。
機
材
の

準
備
と
帰
っ
て
き
て
か
ら
の
後

始
末
は
、
そ
れ
な
り
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
」
と
付
け
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
実
際
に
機
材
を
見

せ
て
い
た
だ
く
と
、
か
な
り
重

量
感
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
医

科
よ
り
は
、
か
な
り
重
装
備
で

す
。
訪
問
歯
科
診
療
で
一
番
重

い
の
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

で
す
。
二
十
五
キ
ロ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
と
て
も
腰
に
悪
い
で

す
。
訪
問
歯
科
の
先
生
も
腰
に

気
を
つ
け
て
と
思
い
（
重
い
）

ま
し
た
。
医
科
で
は
、
通
常
の

往
診
鞄
や
点
滴
、
処
置
用
な
ど

で
鞄
が
三
つ
く
ら
い
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
重
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
訪
問
歯
科
診
療

は
、
月
一
、二
件
以
下
で
は
効

率
が
悪
く
、
そ
れ
以
上
だ
と
、

か
か
り
き
り
に
な
り
ま
す
」
な

ど
、
訪
問
歯
科
診
療
に
関
わ
る

具
体
的
な
話
を
聞
け
ま
し
た
。

最
近
の
歯
科
診
療
で
は
、「
医

療
費
の
窓
口
の
自
己
負
担
が
、

徐
々
に
上
が
っ
て
く
る
中
で
、

患
者
数
が
減
少
し
て
き
た
り
、

来
院
の
回
数
が
多
く
な
る
と
、

ど
れ
だ
け
必
要
な
の
か
な
ど
患

者
さ
ん
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
も

多
く
、
負
担
に
伴
う
受
診
抑
制

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
か
、「
訪

問
歯
科
診
療
料
算
定
の
二
十
分

要
件
や
、
寝
た
き
り
と
い
っ
た

し
ば
り
は
、
現
状
に
合
っ
た
も

の
に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意

見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

医
科
へ
は
、「
診

て
い
る
患
者
さ
ん

の
摂
食
量
が
減
少

し
て
き
た
ら
、
ま

ず
歯
は
大
丈
夫
か

と
思
い
を
巡
ら

せ
、
歯
科
診
療
を

依
頼
し
て
欲
し

い
」「
胃
ろ
う
を

造
設
し
た
方
の
口

腔
内
は
と
て
も
汚

く
、
口
か
ら
食
べ

て
い
て
も
い
な
く

て
も
口
腔
ケ
ア
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
い
う
注
文
を
受
け
ま
し
た
。

あ
と
、
医
科
と
し
て
「
へ
ー

そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

か
」と
い
う
話
も
聞
け
ま
し
た
。

義
歯
を
作
製
し
、
噛
む
力
が
増

す
と
脳
血
流
が
増
加
し
て
、
脳

血
管
に
負
荷
が
か
か
り
脳
血
管

障
害
を
来
す
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
医
科
は
、
歯
科

の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

超
高
齢
社
会
の
中
で
、
食
べ

ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

訪
問
歯
科
の
最
終
目
標
だ
と
い

う
こ
と
が
、
保
団
連
発
行
の

「
二
〇
一
〇
年
版
・
今
日
か
ら

で
き
る
歯
科
訪
問
診
療
の
手
引

き
・
よ
り
よ
い
介
護
社
会
の
た

め
に
」
に
、書
か
れ
て
い
ま
す
。

医
科
歯
科
の
連
携
で
、
そ
の
目

標
実
現
に
向
け
て
、
保
険
医
協

会
と
し
て
も
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
取
材
を
終
え
ま

し
た
。

在宅医訪問 5 地域に根ざした、多職種共同の在宅医療

わたや歯科医院 綿谷　晃 先生（金沢市・歯科）
取材　医療福祉部取材班

訪問歯科診療に関するさまざまな話題で充実した取材の様子

ご自身が熱心に取り組まれている訪問歯科診療について
詳しく説明されるわたや歯科医院の綿谷晃院長

わたや歯科医院入り口のカンバンの下には
訪問歯科診療の案内が掲示されている

訪問歯科診療時に持参する４箱の機材

帯刀　裕之（小松市・内科）

平和でないと生きられない
ピースウォークにご参加を
アメリカ貿易センタービルに、飛行機が衝突した
911事件。
その後、イラクが核兵器を持っているからとの理
由で始まったイラク戦争。
国家の暴力、戦争でなく、話し合いによる解決方法
もあることをアピールしようと始まったのがピー
スウォーク。
金沢では幸いなことに毎年ピースウォークが行わ
れている。
10年経ってイラクへの攻撃が間違いと判明した。
亡くなった老若男女の命は戻らない。
権力者たちに反省は無い。
私たち国民がするべきことは、平和をアピールす
ること。
ぜひ、ご参加ください。

3月20日（火・祝）
13：30～ 
　石川県中央公園（金沢市広坂）に
　集合  集会
14：30～ ウォークスタート

開催日時

午前中には下記にもご参加を！

ピースウォーク金沢２０１２特別講演会

子どもを
放射能から守れ

チェルノブイリ・イラク・福島 石川県教育会館 ３階ホール

主催／ピースウォーク金沢実行委員会　問合せ／earthdayishikawa@yahoo.co.jp

フォトジャーナリスト森住 卓
現地ルポ

前売り １,０００円
当　日 １,５００円（高校生以下無料）

会　  場

２０１２年３月２０日（火・祝）
１０：３０～１２：３０
（開場１０：００）

日　  時

チケット講演会
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１．参加者について

市民 30

医師 9

コ・メディカル 6

歯科医師 1

無回答 6

※医師、歯科医師、コ・メディカル計16人のうち、会員医療機関からの参加は13人
※コ・メディカル＝看護師3人、MSW、助産師、薬剤師

２．講演会を知ったきっかけ

※SNS…Facebook、twitterなど

知人からの
案内チラシ 13

医療機関窓口の
案内チラシ 5

会報の
案内チラシ 11

その他 2
協会ホームページ 1

メーリングリスト 3

SNS 6

その他経路での
案内チラシ 11

３．講演会の感想
○  内部被曝など放射線による電離障害について、きちっと説明していただいた。こ

れまでの公害・労災と同様に、立場により「科学的」見解は異なる状況になってい
る。国や企業に支援された科学者の見解の方が影響力は強いが、インターネットは
この格差を少し解消しつつある。（医師）

○  講師の専門がどこなのか、ちょっと分かりづらかったです。（薬剤師）
○  時間が足りなくて残念だった。命からみた放射能汚染のおそれがよく分かった。

現在の政策を不信に思っていたが、先生のお話を聞いて自分が懸念していることを
確信できた。（市民）

○  福島県はものすごい勢いで安全キャンペーンが展開されている。これに反するこ
とを言うと「精神病」とまで言われることも。御用学者と公開討論会など、公の場
での議論ができないものでしょうか。（市民）

○  とにかく内部被曝を避けることが科学的に正しいという先生の言葉に身が引き締
まりました。テレビでは情報がコントロールされていることを実感しました。（主婦）

○  今まで漠然としか知識のなかった内部被曝についてとても分かりやすいお話を聴
くことができました。いただいた資料や先生の本をよく読んで正しい知識を身につ
け、一人ひとりが防護していけるようになりたいと思います。（会社員）

○  分子の説明は難しかったですが、内部被曝隠し、食の安全、汚染がれきなどの問
題の話が興味深かったです。特に輪島で検討されているがれき処理（受け入れ）に
ついてはもっと話を聞いてみたいし、輪島市民に向けての講演もしてほしいです。

（看護師）
○  “ 内部被曝 ” の健康被害のとらえ方は、科学者の ” 立場 ” により異なるというこ

とを理解した。（医師）
○  医学的・疫学的な検討が必要な面もありそうと思われた（甲状腺検査例など）。
（医師）

○  福島の子どもたちの体のフォローアップは必須ですが、福島以外の汚染地域の子
どもたちが見逃されていることが大変心配です。汚染値でフォローすべきでしょう。

（主婦）
○  先生の話を聞いて、あまりに私たちが無知だと分かりました。政府は私たち庶民

にもっと詳しく説明すべきだと思いました。（市民）
○  夫が東京におり鼻血を出すなどの体調不良があり、三歳の子どもと戻っていいも

のか、ずっと迷っていました。今日の講演を聴くことができて、やっぱりまだまだ
危機感が必要ということが分かり、感謝しています。もっともっと内部被曝の実態
を、一般の人たちが知る機会が増えていくと良いと思います。（主婦）

○  目からうろこの感じ。非常に分かりやすく勉強になりました。99対 1 を市民の力
で 1 対 1 にもっていくことを目指したいものです。（市民）

○  もう30分話が聞きたかった。肝心な部分が時間がなく聞けなかったことが残念。
（市民）

○  今、垂れ流されている情報を、始めに話された被ばく隠しの科学と、市民の科学
の話でとてもすっきり整理できました。そして核をめぐる構造と米軍基地をめぐる

構造が同じであることも思いました。ウソとゴマカシで塗り固め、科学を都合良く
使って棄民にされていると思います。だまされない市民を育てていない教育、情報
に絶望しますが、真実を求める人がいることを信じたいと思いました。（市民）

○  もやもやしていた情報が、かなりすっきりしました。福島支援と健康管理を両立
していきたいですね。（無回答）

○  少しくらいと思ったこともありましたが、 1 ベクレルでもこんなに恐ろしいもの
だとよく分かりました。（主婦）

○  学問の成果を披露するというよりも「黙っておれない !」という立場で語るとい
うご発言に心を揺さぶられました。明快なお話よく分かりました。しかし速くて追
いつけなかったところも少々。（無回答）

○  真実を客観的データをもとに伝えることの重要性を痛感しました。放射線による
分子切断のおそろしさを理解できました。（教員）

○  内部被曝を隠そうとする政府の腹がよく分かりました。だまされずに今日の話を
人に広めたいです。（市民）

○  内部被曝を科学の目でとらえている科学者が0.1％であることが大きな驚きで、
その中で自分の主張を貫いていらっしゃる矢ヶ﨑先生の生き方を知り、大いに励ま
されました。大きな壁に立ち向かっていらっしゃる人たちで、健康が守られている
んだと思いました。みんなでより大きな力にできたらと思います。（市民）

○  内部被曝の危険を学べてよかった。内部被曝に対してどんなごまかし方をするの
か理解できた。石川の食を守り、輪島のがれき受け入れはしてはいけないと思う。

（市民）

４．今後取り上げてほしいテーマ
※複数の方から回答があったテーマ
【食品（学校給食）の放射能汚染…5人】
○  実際に汚染された国で、どのように子どもを守っていけるのか。どこまでの汚染

具合で避難が必要か ? 外遊びなど日常生活での注意。食の工夫。原発について。
（主婦）

○  石川県にも汚染食品は流通しています。石川の子どもたちを守るために、まず学
校給食の内容を開示。その上で放射線値の測定をすべきです。石川県知事はボヤっ
としすぎです。ぜひ、保険医協会からも積極的な働きかけをしていただきたいです。

（主婦）
○  石川県の学校給食の安全性が確保されているとは考えにくい。保険医協会として、

県や金沢市の教育委員会に働きかけることはできないか。ほとんどの医師が被ばく
に関して無関心であるので、このような企画を続けているのは素晴らしいと思う。

（医師）
○  食物の流通経路（汚染食品について）。（会社員）
○  子どもたちの被ばくに関して協会としての活動をしていただきたい。たとえば給

食について。（無回答）
【がれき受け入れ（特に輪島市）について…2人】
○  輪島市のがれき受け入れが決定するとしたら、それによって生じる石川県のデメ

リットは ?（個人的には受け入れ反対です）。（主婦）
○  輪島市のがれき受け入れが話題ですね。この問題をぜひ取り上げて下さい。（主婦）
【放射能から体（健康）を守るためには…2人】
○  放射線に負けない免疫力アップは可能か。（市民）
○  被ばくから体を（特に子どもを）守る方法など。（市民）
【その他】
○  意見が別れるテーマを取り上げ、意見の異なる科学者を呼んで討議するような企

画ができないか。あるいは石川県内で活動している小児科有志のような地元の方々
によるシンポジウムなどができないだろうか。（医師）

○  山田真医師（小児科）の招へい。（薬剤師）
○  NHK のアーカイブスで、日本に原発が輸入されたときのいきさつがまとめられ

ていた。参考になるのではないか。（助産師）
○  医療と政治の接点など。（市民）
○  放射能について、まだまだ一般の人の知識がないと思うので、この活動を続けて

欲しいです。また、多くの人が知れるように色んな方法でアナウンスしていただき
たいです。（会社員）

○  いろいろな角度からの汚染実態を講演して欲しい。（医師）
○  電磁波の健康への害。（主婦）
○  放射線そのものを詳しく知りたい。（弁護士）
○  とてもとても良かった。被ばくの体外への排出についても聞きたかった。（会社員）
○  権力におもねるのではなく、常に弱者、命の立場から発信して欲しい。（地方公

務員）
○  事故以前、敦賀市の小児科医の話では、他地域に比べ明らかに敦賀市周辺の小児

がんの発生率が高いとのことでした。しかしこのような事実は調査されているのか
いないのか。一般には知らされていません。真実を教えて欲しいです。（歯科医師）

○  （石川の）反原発のブログを立ち上げてはどうか。（医師）
○  福島の今。（無回答）
○  研究会（勉強会）を開催して欲しいです。（看護師）
○  まだ終わっていない福島原発関連のこと、石川県に住んでいて何に取り組み注意

すればいいのかをテーマにしたものを希望。（市民）

第38回定期総会 記念講演 参加者アンケート
（当日は140人の方々にお越しいただき、52人の方から貴重なご意見をいただきました。下記、ご紹介します【講演要旨は9面】）

集計
●日時／2012年2月19日 午前１０時～正午　●場所／ホテル金沢　●テーマ／「放射線の健康影響」　●講師／矢ヶ﨑克馬氏（琉球大学名誉教授）
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＊		「
医
師
会
で
は
少
壮
有
為
の
会
員
が
続
々
と
徴
用

せ
ら
れ
…
」

「
日
華
事
変
が
長
引
く
に
つ
れ
、
国
内
で
は
次

第
に
戦
時
体
制
が
と
ら
れ
は
じ
め
た
。
…
昭
和

十
六
年
一
月
医
師
翼
賛
会
、
次
い
で
医
師
会
隣
保

班
が
結
成
せ
ら
れ
、
…
医
薬
品
、
医
療
材
料
等
の

配
給
は
す
べ
て
隣
保
班
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
…
国
民
医
療
法
は
公
布

（
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）
さ
れ
従
来
の
医

師
法
は
消
滅
し
…
『
医
療
団
』
と
称
し
、
…
県
医

師
会
か
ら
飛
行
機
一
台
（
三
十
万
円
）
を
献
納
す

る
こ
と
と
な
り
、
…
」、「
…
昭
和
十
九
年
、
戦
争

は
愈
愈
酣
と
な
り
…
白
鷺
通
り
で
防
空
救
護
訓

練
を
お
こ
な
っ
た
。
…
医
師
会
で
は
少
壮
有
為
の

会
員
が
続
々
と
徴
用
せ
ら
れ
…
」、「
…
当
支
部
に

お
け
る
会
員
戦
死
者
（
昭
和
十
九
年
四
月
～
二
十

年
三
月
）
二
名
、
金
沢
医
大
病
理
学
教
授
中
村
八

太
郎
氏
は
栄
養
失
調
の
た
め
死
去
し
、
…
」。

右
記
は
『
金
澤
市
医
師
会
十
年
史
』⑴
の
冒
頭

の
記
述
で
あ
る
。「
十
五
年
戦
争
」
の
進
行
が
「
医

師
」
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
及
ん
で
い
っ
た
か
の

一
端
を
記
録
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

＊	

戦
争
末
期
、
開
業
医
の
約
６
～
７
割
が
徴
兵
、

徴
用
か
？

当
時
、
開
業
医
も
た
く
さ
ん
戦
場
に
「
動
員
」

さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
正
確
な
数
字
は
あ
ま

り
な
い
。
表
（
一
）
は
滋
賀
県
医
師
会
七
十
年
史

⑵

よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
二
年
か

ら
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
て
、
野
洲
郡
の
開
業
医
が

次
第
に
戦
地
に
動
員
さ
れ
、
一
九
四
五
年
敗
戦
の

こ
ろ
に
は
三
割
し
か
開
業
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
約
七
割
の
戦
地
に

引
き
ず
り
出
さ
れ
た
医
師
も
大
変
で
あ
っ
た
ろ

う
が
、
無
医
地
区
と
な
っ
た
地
域
の
人
々
も
病
気

に
な
っ
た
時
は
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
で

き
る
。

長
崎
市
医
師
会
の
記
録

⑶
を
見
る
と
、
昭
和

十
七
年
の
会
員
数
は
二
百
一
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
昭
和
二
十
年
七
月
の
改
正
救
護
所
登
録
医
師

数
は
七
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
医
師
会

の
記
録
を
見
る
と
、
当
時
の
開
業
医
は
全
員
「
救

護
所
」（
都
市
被
災
に
備
え
た
街
中
の
指
定
救
護

施
設
）
に
登
録
の
義
務
が
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
終
戦
の
年
は

長
崎
市
の
開
業
医
師
は
、
こ
の
七
十
七
人
前
後
で

あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
従
っ
て
こ
の
年
、

昭
和
二
十
年
に
は
長
崎
市
医
師
会
登
録
医
師
の

約
六
〇
％
が
「
徴
兵
、
徴
用
」
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
数
字
「
戦
争
末
期
の
開
業
率
」
は
、

滋
賀
県
野
洲
郡
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

＊	

ア
メ
リ
カ
軍
の
都
市
爆
撃
で
被
災
し
た
病
院
、

診
療
所

「
年
明
け
と
共
に
敵
機
の
空
襲
は
愈
々
本
格
的

と
な
り
、
東
京
都
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
於
い
て

悲
惨
を
極
め
た
。
今
度
は
金
沢
の
番
で
あ
る
。
…

強
制
疎
開
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
が
八
月
五
日
ご

ろ
か
ら
で
あ
る
。
…
不
幸
に
し
て
会
員
中
強
制
疎

開
の
厄
に
あ
っ
た
の
が
中
瀬
真
亮
、
茶
谷
良
の
両

氏
で
、
気
の
毒
の
至
り
で
あ
っ
た
。
…
」⑴
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
ご
ろ
か
ら

ア
メ
リ
カ
軍
は
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
本
格
的
な

都
市
爆
撃
を
開
始
し
、
日
本
人
は
戦
々
恐
々
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
本
土
絨
毯
爆
撃
で
ど
れ
く
ら
い
の

日
本
の
病
院
、
診
療
所
が
被
害
を
受
け
た
の
か
。

表
（
二
）、（
三
）
は
そ
れ
を
示
し
て
く
れ
る
。
し

か
し
当
時
の
日
本
の
病
院
数
や
診
療
所
数
に
つ

い
て
は
、
戦
争
末
期
と
終
戦
の
年
は
正
確
に
は
把

握
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
都
道
府
県

か
ら
正
確
な
診
療
所
や
病
院
の
数
の
統
計
値
が

厚
生
省
に
集
中
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
当
時
の
医
療
機
関
の
正
確
な
被
害
率
は

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
表
（
三
）
の
よ
う
に
、
昭

和
十
八
年
末
の
診
療
所
数
を
正
確
に
厚
生
省
に

届
け
た
二
十
六
道
府
県
に
限
っ
て
見
る
と
、
お
お

よ
そ
の
診
療
所
の
被
害
状
況
が
窺
え
る
。

東
京
は
「
東
京
大
空
襲
」
で
都
心
は
壊
滅
だ
か

ら
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
一
〇
〇
％
に
な
く

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
無
医
都
市
」で
あ
る
。
ま
た
、

大
阪
、
神
奈
川
、
福
井
、
山
梨
、
広
島
、
長
崎
も

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

場
合
、
全
国
的
な
平
均
値
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い

が
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
三
割
程
度
の
診
療
所

が
破
壊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

＊
病
院
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
一
般
入
院
患
者

ま
た
、
病
院
の
被
災
で
、
少
な
く
と
も
五
万

三
千
人
の
患
者
が
病
院
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
い

る
（
表
二
）。

従
来
一
般
患
者
を
診
察
、
入
院
さ
せ
て
い
た
日

赤
病
院
は
、
当
時
全
国
に
三
十
六
病
院
が
あ
っ

た
。
し
か
し
一
九
三
七
年
か
ら
の
陸
軍
大
臣
に
よ

る
「
戦
時
幇
助
」
命
令
で
、
三
十
二
病
院

（
一
万
四
千
七
百
八
十
床
）が「
軍
病
院
」と
な
り
、

一
般
国
民
の
診
療
は
除
外
さ
れ
た
。
ま
た
、
結
核

療
養
所
（
当
時
約
六
万
床
）
も
戦
争
に
進
む
に
つ

れ
、
軍
事
保
護
院
（
一
九
三
八
年
）
の
所
管
と
な

り
、
傷
病
軍
人
病
院
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
戦
争
末
期
に
は
、
一
般
国

民
は
病
気
に
な
っ
て
も
入
院
し
に
く
く
な
っ
て

い
た
上
に
、
こ
の
病
院
の
被
災
で
、
ま
す
ま
す
入

院
治
療
な
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

［
引
用
文
献
］

⑴
金
沢
市
医
師
会
編
「
金
澤
市
医
師
会
十
年
史
」、

金
澤
市
医
師
会
発
行
、
昭
和
34
年
４
月
。

⑵
滋
賀
県
医
師
会
編
「
滋
賀
県
医
師
会
七
十
年

史
」、
滋
賀
県
医
師
会
発
行
、
４
６
２~

４
６
４
頁
。

⑶
長
崎
県
医
師
会
編
「
長
崎
県
医
師
会
史
」
第
１

巻
、
１
２
０
８
頁
、
平
成
10
年
11
月
。

「
十
五
年
戦
争
」と
公
衆
衛
生（
そ
の
３
）

「
十
五
年
戦
争
」と
公
衆
衛
生（
そ
の
３
）
莇

　昭
三（
金
沢
市・内
科
）

「
動
員
」さ
れ
た
医
師
た
ち
、被
災
し
た
病
院・診
療
所
、

　
　
　
　
　
　
　

  
そ
し
て
締
め
出
さ
れ
た
入
院
患
者

表（一）　滋賀県野洲郡の医師会会員の応召状況
（1944年の医師会会員数は18名）

年度 開業会員数 開業率 応召中の会員数

1942年頃 18名中12名 66％ 6名
1943年頃 10名 55％ 8名
1944年頃 8名 44％ 10名
1945年頃 6名 33％ 12名

（「滋賀県医師会七十年史」、462〜464頁より作成）

［注］
・会員個々人の召集期間（推定）をグラフにし、それぞれの時期の開業会員数、

率を推定した
・「日支事変」および「大東亜戦争」の応召者氏名は合計で17名
・応召日は1939年 4 月から45年 4 月とばらばら（不明 1 名、職業軍医 1 名）
・除隊日も1942年 1 月から47年 2 月とばらばら（不明 1 名、職業軍医 1 名）

表（二）　�都道府県の戦災罹災した�
病院数及びその収容人数

都道府県名
戦災罹災病院

数合計 収容定員数

北 海 道 2 127
青 森 4 320
岩 手 5 225
宮 城 9 650
秋 田 0 0
山 形 0 0
福 島 2 130
茨 城 22 940
栃 木 12 770
群 馬 7 315
埼 玉 3 110
千 葉 31 1240
東 京 257 16705
神 奈 川 52 1860
新 潟 7 245
富 山 19 832
石 川 0 0
福 井 14 850
山 梨 7 292
長 野 0 0
岐 阜 16 554
静 岡 41 1349
愛 知 66 2970
三 重 10 450
滋 賀 0 0
京 都 0 0
大 阪 71 4615
兵 庫 88 4400
奈 良 0 0
和 歌 山 14 658
鳥 取 0 0
島 根 0 0
岡 山 24 1200
広 島 39 744
山 口 17 485
徳 島 16 654
香 川 21 592
愛 媛 23 840
高 知 27 675
福 岡 55 2750
佐 賀 2 43
長 崎 14 1020
熊 本 18 1332
大 分 11 680
宮 崎 6 350
鹿 児 島 29 1061
沖 縄 不明 不明

合　 計 1,066 53,420
（厚生省「衛生年報」・昭和21年度版より作成）

表（三）　都道府県別戦災被災医科診療所
（昭和20年9月10日現在）

道府県名 被災診療所数
（A）（＊）

昭和18年末、診療所数
（B）（＊＊）

被災率％
A/B

北 海 道 10 804 1.2
岩 手 8 350 2.2
秋 田 0 363 0
山 形 0 406 0
群 馬 47 419 11.2
埼 玉 20 640 3.1
神 奈 川 322 1211 26.5
富 山 62 381 16.2
福 井 88 325 27.0
山 梨 71 296 23.9
岐 阜 94 588 15.9
静 岡 155 865 17.9
滋 賀 0 281 0
京 都 0 1148 0
大 阪 2118 2622 35.3
奈 良 0 239 0
和 歌 山 79 489 16.1
鳥 取 0 197 0
広 島 214 1162 18.4
徳 島 54 311 17.3
香 川 48 363 13.2
高 知 29 261 11.1
佐 賀 0 407 0
長 崎 166 626 26.5
熊 本 35 685 5.1
大 分 0 360 0
合　 計 3620 15799 22.9

＊被災状況および昭和18年度診療所数が届けられた府県のみ記載、他はいずれかが
未届府県

＊＊厚生省「衛生年報」昭和16年〜20年版、昭和19、20年は未集約

石 川 保 険 医 新 聞 2012年3月15日（毎月15日発行）（6）第479号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



今
回
は
、
金
沢
市
立
病
院
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
金
沢
市

内
の
公
立
病
院
で
は
、
県
立
中

央
病
院
、
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー

に
続
く
三
カ
所
目
の
訪
問
で
し

た
。
地
域
連
携
室
長
の
高
桑
先

生
、
中
西
看
護
部
副
部
長
、
坂

本
看
護
師
長
、
当
間
看
護
師
、

小
林
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
事
務
局
の
北
野

さ
ん
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
取
材
し
た
印
象
を
一
言

で
言
う
と
、「
地
域
に
出
か
け

て
い
く
姿
勢
で
、
地
道
に
地
域

医
療
連
携
を
し
て
い
る
病
院
だ

な
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

取
材
の
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
地
域
連
携
室
」
を
見
ま

す
と
、『
医
療
の
基
本
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
病
院
は
地
域
社

会
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
に
支
え
ら
れ
る
病
院
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

当
院
で
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

地
域
連
携
型
病
院
「
住
民
・
地

域
の
生
活
の
場
と
し
て
の
病

院
」を
病
院
の
使
命
と
し
、種
々

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
』
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
新

し
い
タ
イ
プ
の
地
域
連
携
型
病

院
は
ま
だ
発
展
途
上
の
よ
う
で

す
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
具

体
的
な
取
り
組
み
が
当
日
示
さ

れ
ま
し
た
。

①
診
療
所
に
は
管
理
栄
養
士
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
で
、
診
療

所
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
市
立

病
院
の
管
理
栄
養
士
が
栄
養
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
診
療

報
酬
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
が
業

務
と
し
て
位
置
づ
け
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

②
公
民
館
な
ど
で
、
住
民
対
象

の
健
康
教
室
を
医
師･

看
護
師

･

管
理
栄
養
士
が
講
師
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
公
的
病

院
と
し
て
は
珍
し
い
取
り
組
み

だ
と
思
い
ま
し
た
。

③
二
〇
一
〇
年
度
で
は
、
登
録

医
数
は
百
五
十
四
人
と
の
こ
と

で
す
が
、
登
録
医
を
対
象
に

「
オ
ー
プ
ン
ク
リ
ニ
カ
ル
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
」
を
二
カ
月
に
一

度
開
催
し
て
い
ま
す
。

④
地
域
連
携
室
の
前
に
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
式
の
登
録
医
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
患
者

さ
ん
自
ら
自
分
の
住
所
の
近
く

に
は
ど
う
い
う
医
院
が
あ
る
の

か
簡
単
に
分
か
り
、
さ
ら
に
そ

の
医
院
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一

部
も
印
刷
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
取
材
班
も
実
際

に
操
作
し
て
み
ま
し
た
が
、
簡

単
に
で
き
ま
し
た
。

⑤
高
齢
者
施
設
か
ら
の
誤
嚥
性

肺
炎
な
ど
に
よ
る
入
院
が
多
く

な
っ
て
い
る
中
、
施
設
か
ら
の

入
院
受
け
入
れ
、
施
設
と
病
院

と
の
間
で
患
者
さ
ん
の
入
退
院

の
受
け
渡
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
に
、
高
齢
者
施
設
と
の

話
し
合
い
の
場
を
持
っ
て
い
ま

す
。
急
性
期
病
院
か
ら
高
齢
者

施
設
へ
の
退
院
が
今
後
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ

れ
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
も
き

め
細
か
な
連
携
は
必
須
だ
と
思

い
ま
し
た
。

⑥
登
録
医
総
会
を
年
に
一
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

⑦
地
域
連
携
室
長
の
高
桑
先
生

を
筆
頭
に
、
新
任
の
医
師
ら
が

地
域
の
診
療
所
や
、
新
規
開
院

の
診
療
所
の
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
、 

な
ど
。

地
域
連
携
室
は
、
統
計
的
資

料
を
き
ち
ん
と
年
次
報
告
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

紹
介
率
は
、
こ
の
三
年
間
は

五
〇
％
前
半
で
、
逆
紹
介
は

二
五
％
か
ら
三
九
％
ま
で
増
加

し
て
い
ま
す
。
開
放
病
床
退
院

患
者
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
お
り
、
登
録
医
と
共
同

指
導
を
行
っ
た
場
合
の
満
足
度

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
開

放
病
床
入
院
患
者
数
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
地
域
連
携
室
訪
問
を

す
る
と
、そ
の
部
屋
の
中
に『
病

院
マ
ッ
プ
』
や
『
福
祉
マ
ッ
プ
』

が
な
い
か
目
を
光
ら
せ
る
の
で

す
が
、
今
回
も
棚
を
み
る
と

二
〇
一
〇
年
度
版
の
『
病
院

マ
ッ
プ
』
が
あ
り
、「
あ
れ
、

去
年
の
し
か
な
い
・
・
・
」
と

言
う
と
、
机
の
上
に
あ
っ
た

二
〇
一
一
年
度
版
の
『
病
院

マ
ッ
プ
』
を
す
か
さ
ず
見
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
務

の
方
は
、
金
沢
市
の
介
護
認
定

審
査
会
総
会
や
委
員
長
連
絡
会

で
お
見
か
け
し
た
元
市
介
護
保

険
課
の
方
で
、
三
年
前
に
病
院

に
異
動
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
病
院
が
自
治
体
病
院

だ
と
、初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
院
内
を
見
学
。
金
沢

美
術
工
芸
大
学
と
協
力
し
た
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
作
品

や
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示

し
て
あ
り
、
少
し
文
化
的
な
香

り
に
触
れ
て
、
取
材
が
終
わ
り

ま
し
た
。

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

（加賀市大聖寺八間道65　TEL；0761-72-2100）
加賀市民病院 （金沢市平和町3丁目7番3号　TEL：076-245-2600㈹）

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/36001/byouin/

金沢市立病院第7回

様々な作品が待合室ロビーに彩りを添える

地域連携室にはお馴染みの『病院マップ』が

広々とした待合室ロビー

金沢市立病院の地域連携室の皆さん（左手）に
対応していただき取材はすすめられた

金沢市立病院の正面玄関

　医
療
福
祉
部
取
材
班

医
療
の
基
本
は
地
域
社
会

　住
民・地
域
の
生
活
の
場
と
し
て

取
材・記
事

地域連携室前に設置さ
れている登録医検索シス
テムで、タッチパネル式
の簡単操作により患者さ
んが自分の住所の近くに
はどういう医院があるの
か簡単に分かり、さらに
その医院のパンフレット
の一部も印刷できるよう
になっている

石 川 保 険 医 新 聞（7）2012年3月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第479号



訪
問
診
察
に
出
か
け
る
と
き

は
、
当
然
靴
を
履
い
て
い
き
ま

す
が
、
患
者
さ
ん
の
所
へ
着
く

と
靴
を
脱
ぎ
ま
す
。そ
の
後
は
、

靴
下
の
ま
ま
で
上
が
る
（
裸
足

の
こ
と
は
な
い
）
か
、
用
意
さ

れ
た
ス
リ
ッ
パ
を
履
く
か
、
マ

イ
ス
リ
ッ
パ
を
履
く
か
、
靴
を

脱
が
ず
に
上
が
る
か
の
四
通
り

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
訪
問
診

察
時
、
足
の
裏
に
感
じ
た
違
和

感
の
お
話
で
す
。

一
番
多
い
の
は
、
靴
下
の
ま

ま
で
上
が
る
こ
と
で
す
が
、

困
っ
た
こ
と
が
起
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
い
つ

と
は
な
く
閉
じ
こ
も
り
に
な

り
、
歩
行
障
害
や
失
禁
も
出
て

き
て
、
家
族
は
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
本

人
は
病
院
に
行
く
の
は
絶
対
に

い
や
だ
と
言
い
張
り
ま
し
た
。

困
り
果
て
た
家
族
が
相
談
に
来

て
、
そ
れ
で
は
往
診
し
ま
す
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初

回
訪
問
し
、
玄
関
を
開
け
る
と

尿
臭
が
し
て
き
ま
す
。
ス
リ
ッ

パ
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま

ま
上
が
り
部
屋
に
入
り
ま
す
。

コ
タ
ツ
に
横
に
な
っ
て
い
た
の

で
近
づ
く
と
、
足
の
裏
に
湿
気

を
感
じ
ま
す
。
布
団
を
め
く
ろ

う
と
す
る
と
、
布
団
も
し
っ
と

り
で
す
。
座
る
と
ズ
ボ
ン
ま
で

し
っ
と
り
し
そ
う
な
の
で
、
座

ら
ず
診
察
し
ま
す
。
そ
の
後
、

訪
問
診
察
の
車
に
戻
り
、
予
備

の
靴
下
に
履
き
替
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ス
リ
ッ
パ
を
履

け
ば
大
丈
夫
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
施

設
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
備
え
付
け
の
ス
リ
ッ
パ
に

履
き
替
え
る
と
、
靴
下
を
通
し

て
水
分
が
し
み
て
き
ま
す
。
水

分
の
成
分
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
水
道
水
で
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
体
内
か
ら
出
た
水
分

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
訪

問
診
察
が
終
わ
る
ま
で
は
、

じ
っ
と
我
慢
で
す
。
そ
の
後
、

訪
問
診
察
の
車
に
戻
り
、
予
備

の
靴
下
に
履
き
替
え
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
お
宅
に
お
伺
い

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
き
っ

ち
り
と
ス
リ
ッ
パ
を
用
意
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

履
く
と
水
分
を
感
じ
ま
す
。
こ

れ
は
、
家
人
が
き
れ
い
に
し
て

く
だ
さ
っ
た
結
果
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
水
道
水
で

す
。
患
者
さ
ん
が
寝
て
い
る
部

屋
は
、
自
分
で
お
む
つ
交
換
を

す
る
た
め
に
大
便
が
カ
ー
ペ
ッ

ト
に
着
い
て
い
た
り
す
る
の

で
、
そ
の
ス
リ
ッ
パ
を
脱
ぐ
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
湿
り
気

を
感
じ
な
が
ら
診
察
し
ま
す
。

二
週
間
後
に
再
び
訪
問
し
た
と

き
は
、
ス
リ
ッ
パ
を
履
く
の
を

た
め
ら
い
ま
し
た
。
が
、
そ
っ

と
履
い
て
体
重
を
徐
々
に
か

け
、
湿
り
気
を
感
じ
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
の
ち
、
全
体
重
を

か
け
ま
し
た
。

次
は
、マ
イ
ス
リ
ッ
パ
で
す
。

Ｂ
さ
ん
は
日
中
独
居
の
方
で

す
。
玄
関
は
、
上
が
り
か
ま
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上
が
ろ

う
と
す
る
床
面
は
玄
関
の
三
和

土
と
同
様
、
砂
と
小
石
で
ざ
ら

ざ
ら
し
て
い
ま
す
。
家
の
外
も

中
も
、同
じ
よ
う
な
感
じ
で
す
。

一
瞬
、
靴
の
ま
ま
上
が
っ
て
も

同
じ
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、同
行
の
看
護
師
さ
ん
が
、

お
手
製
の
ス
リ
ッ
パ
を
差
し
出

し
て
く
れ
ま
す
。
足
形
に
切
っ

た
薄
ボ
ー
ル
紙
に
、
両
面
テ
ー

プ
が
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
靴
下
に
う
ま
く
貼
っ
て
か
ら

上
が
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
紙
を
通

し
て
小
石
を
踏
む
感
じ
や
砂
の

ざ
ら
ざ
ら
し
た
感
じ
が
し
ま

す
。最

後
の
、
靴
を
脱
が
ず
に
上

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
お

部
屋
ま
で
は
靴
の
ま
ま
行
き
ま

す
が
、
部
屋
の
中
は
靴
を
脱
ぎ

ま
す
。

ち
な
み
に
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
に
聞
く

と
、
底
が
ナ
イ
ロ
ン
製
で
水
が

し
み
こ
ま
な
い
浅
で
の
ソ
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
も
の
を
履
い
て
訪

問
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
市
販
品
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
そ
れ
は
Ｍ
サ
イ
ズ
し
か
な

い
と
の
こ
と
で
、
い
つ
も
の
通

り
の
や
り
方
で
訪
問
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
し
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

第２３回 全国保険医写真展 作品募集
します

開催期間 2012年7/10（火）～7/16（月・祝）
応募期間／２０１２年４月２日（月）～４月３０日（月）
応募規格／半切またはA3判サイズのいずれか
 組写真も可（１組３枚まで）
 カラー・モノクロどちらでも可
応募資格／会員とその家族・従業員、協会（医会）事務局員
 他の写真展に応募している（あるいは応募した）作品の応募はできません。

出 展 料／2,000円（返却を希望される方は、梱包・発送料が別途かかります。）
　※詳しい募集要項と応募用紙は『月刊保団連』2月号の61、62ページをご覧下さい。

●主な募集要項等

テーマは以下の２つ
①自由テーマ

②個別テーマ「絆」

主催　全国保険医団体連合会

主催：医療・福祉問題研究会　後援：石川県社会保障推進協議会

「２０１１年3月11日」を忘れない！ 医療・福祉問題研究会　第107回例会

新たな福祉国家を
展望する

ー福祉国家と基本法研究会の取り組みー

講師 井上英夫さん（金沢大学地域創造学類教授）
日時 2012年 4月1日（日）午後1時30分～4時
場所 金沢市松ヶ枝福祉館 ４階 集会室

（金沢市高岡町7－25　電話076-231-3571）

〒920-1192　金沢市角間町 金沢大学地域創造学類社会保障論研究室
ホームページ　http://ihmk.sakura.ne.jp/

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
53

大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

75

リレー・エッセーリレー・エッセー

上
履
き
は
ど
う
す
る
？

足
の
裏
に
感
じ
た
違
和
感
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働き盛りの先生にお勧めします！

38歳の 男性 の場合：月払概算掛金5,960円で4,000万円の保障
38歳の 女性 の場合：月払概算掛金4,600円で4,000万円の保障

保
障
例

■普及期間 2012年5月14日（月）～6月15日（金）
■グループ保険の主な特長
○お手頃な掛金で大きな保障　○保険金の受取方法が選択可能（一時金または年金）　○１年更新で、毎年保険金の見直しが可能
○剰余金があれば配当金として還元　○告知書扱いで手続きは簡単

■死亡・高度障害保険金額　会員は4,000万円、配偶者は1,000万円、子どもは400万円まで加入できます
■加入資格 保険医協会会員で、申込日現在、健康で正常に就業している65歳6ヵ月までの方（配偶者・子どもも併せて加入できます）
■更 新 日  2012年8月1日／掛金の振替は7月25日（水）から開始

○キャンペーン期間中は、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者が会員のみなさまを訪問させていただきます。ご面談くださいますようお願い申し上げます。

○お問合せは…石川県保険医協会まで
　TEL ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　※詳細につきましてはパンフレットをご請求ください。

グループ保険グループ保険グループ保険 5/14（月）から
普及開始

会員同士が支えあう生命保険です会員同士が支えあう生命保険です

太陽－勧補－団－23－151

お手頃な掛
金で

大きな保
障お手頃な掛
金で

大きな保
障



今
年
の
定
期
総
会
記
念
講
演

は
、
私
た
ち
が
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
原
発
・
い
の
ち
・

み
ら
い
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
回

と
し
て
、
琉
球
大
学
名
誉
教
授

の
矢
ヶ
﨑
克
馬
先
生
を
お
招
き

し
、
二
月
十
九
日
、
ホ
テ
ル
金

沢
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
一
般
市
民
の
参
加
者
も

合
わ
せ
て
百
四
十
人
で
満
員
と

な
り
、〝
真
実
を
知
り
た
い
〟

と
い
う
思
い
か
ら
く
る
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

矢
ヶ
﨑
先
生
の
専
門
は
物
性

物
理
学
で
す
が
、
一
九
九
六
年

に
沖
縄
県
鳥
島
に
お
い
て
米
軍

が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
実
験
を

行
っ
た
際
に
「
放
射
能
汚
染
は

な
い
」
と
い
う
説
明
を
し
た
こ

と
に
怒
り
を
覚
え
、
人
々
の
役

に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
内
部
被
曝
」
の
研

究
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟
に
お
い
て
は
原

告
側
の
証
人
と
し
て
立
ち
、

二
十
九
回
の
裁
判
を
通
じ
て
裁

判
官
に
内
部
被
曝
の
存
在
を
認

め
さ
せ
、
す
べ
て
を
勝
訴
に
導

い
た
功
績
は
大
変
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
放

射
能
の
人
体
に
対
す
る
影
響
の

理
論
的
根
拠
に
始
ま
り
、
疫
学

的
研
究
、原
子
力
ム
ラ
の
問
題
、

食
や
居
住
環
境
に
お
け
る
放
射

能
汚
染
の
問
題
な
ど
大
変
多
岐

に
わ
た
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
一

部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
、
詳

し
く
は
矢
ヶ
﨑
克
馬
著
『
隠
さ

れ
た
被
曝
』（
新
日
本
出
版
社
）

を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
放
射
線
（
α
線
、
β

線
、
γ
線
）
の
人
体
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
で
す
が
、
放
射

線
が
人
体
の
細
胞
内
の
原
子
に

く
っ
つ
い
て
い
る
電
子
を
吹
き

飛
ば
す
「
電
離
」
が
基
本
で
、

電
離
に
よ
り
原
子
同
士
が
結
び

つ
い
た
分
子
が
切
断
さ
れ
ま

す
。内
部
被
曝
は
、体
内
に
入
っ

た
放
射
性
物
質
か
ら
出
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
α
線
や
β

線
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
細
胞
は

大
変
短
い
距
離
に
存
在
す
る
た

め
に
持
続
的
で
集
中
的
な
電
離

作
用
が
働
き
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ

け
ら
れ
、
人
間
の
細
胞
の
修
復

過
程
に
お
い
て
遺
伝
子
の
異
常

な
再
結
合
が
行
わ
れ
〝
が
ん
〟

が
起
こ
る
、
こ
れ
が
晩
発
性
障

害
の
理
論
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
福
島
原
発
事

故
後
に
、
東
京
の
町
田
市
で
は

鼻
血
や
口
内
炎
、
下
痢
、
食
欲

不
振
な
ど
の
症
状
を
訴
え
た
人

が
百
四
件
観
察
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
（
子
ど
も
と
未
来
を
つ
な

ぐ
会
調
査
）、
鼻
血
が
起
こ
る

機
序
と
し
て
は
、
鼻
粘
膜
に
付

着
し
た
セ
シ
ウ
ム
が
一
セ
ン
チ

四
方
の
鼻
粘
膜
に
集
中
的
に
β

線
を
当
て
る
こ
と
で
、
毛
細
血

管
が
ど
ん
ど
ん
損
傷
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
説
明
に
は
納

得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
放
射
線
に
よ
る
晩

発
性
障
害
の
事
例
と
し
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
米

国
に
お
け
る
エ
イ
ズ
や
肺
炎
な

ど
の
感
染
症
が
飛
躍
的
に
増
え

た
こ
と
や
、
日
本
の
小
児
が
ん

死
亡
率
が
、
広
島
・
長
崎
の
原

爆
投
下
と
、
そ
の
後
に
行
わ
れ

た
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ
り
飛

躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
内
部
被
曝
を
避
け
る

た
め
に
は
、
食
品
に
対
す
る
徹

底
し
た
放
射
能
測
定
と
、
国
に

よ
る
厳
格
な
安
全
基
準
が
必
要

だ
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は

五
百
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下
は
安

全
だ
と
し
て
い
ま
す
が
、
ド
イ

ツ
で
は
大
人
が
八
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
以
下
、
子
ど
も
が
四
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
以
下
で
あ
り
、
日
本
も

今
の
百
分
の
一
に
下
げ
る
べ
き

だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
が
、

五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
以
上

で
は
住
民
に
対
し
移
住
を
義
務

化
し
、
一
～
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
／
年
で
は
移
住
の
権
利
を
認

め
る
と
し
た
こ
と
と
対
比
し

て
、
今
の
日
本
政
府
が
と
っ
て

い
る
移
住
を
全
く
認
め
な
い
姿

勢
を
強
く
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
記
念
講
演
で
、

あ
ら
た
め
て
放
射
線
に
よ
る
健

康
被
害
が
「
と
る
に
足
ら
な
い

も
の
」
で
は
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
こ
の
国
の
政
策

に
信
頼
が
お
け
な
い
こ
と
と
も

併
せ
、
私
た
ち
市
民
が
し
っ
か

り
と
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
、
今
後
も
こ
の
問
題

を
掘
り
さ
げ
て
い
く
企
画
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
五

面
】

『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付しています
が、紛失した場合や追加が必要な場合は、保険医協会まで
ご請求下さい。

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定が
あった場合に会員医療機関からお知らせいただき、保
険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメントを掲載
しています。
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得

できない返戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにて
お送りください。

予定曲目♪
2012年6月10日 （日）
午後２時～４時（開場１時）
石川県教育会館　３Fホール
金沢市香林坊1-2-40／℡076-222-1241

主催／問合せ先：核戦争を防止する石川医師の会（略称 石川反核医師の会）
http://ippnw-ishikawa.jp/

〒920-0902　石川県金沢市尾張町 2－8－23　太陽生命金沢ビル 8階　石川県保険医協会内
TEL ０７６（２２２）５３７３　FAX  ０７６（２３１）５１５６

 

撮影：広河隆一

被ばく証言を聴く会と
ナターシャ・グジー コンサートウクライナの

　　　　　　　   歌姫

◇ナターシャ・グジー（歌手・バンドゥーラ奏者）
ウクライナ生まれ。ナターシャ６歳のとき、１９８６年４月２６日未明に父親が勤務

していたチェルノブイリ原発で爆発事故が発生し、原発からわずか３.５キロで被曝し
た。その後、避難生活で各地を転々とし、キエフ市に移住する。ウクライナの民族
楽器バンドゥーラの音色に魅せられ、８歳の頃より音楽学校で専門課程に学ぶ。
１９９６年・９８年救援団体の招きで民族音楽団のメンバーとして２度来日し、全
国で救援公演を行う。２０００年より日本語学校で学びながら日本での本格的な音
楽活動を開始。その美しく透明な水晶の歌声と哀愁を帯びたバンドゥーラの可憐な
響きは、日本で多くの人々を魅了している。２００５年７月、ウクライナ大統領訪日
の際、首相官邸での夕食会に招待され、演奏を披露。
コンサート、ライブ活動に加え、音楽教室、学校での国際理解教室やテレビ・ラ
ジオなど多方面で活躍しており、その活動は高校教科書にも取り上げられている。
公式ホームページ：　http://www.office-zirka.com/

この催しは、地球上のすべての命を守り、子どもたちに豊かな地球を引き継ぐため
核兵器禁止条約の制定をめざすことを目的に企画しています

反核医師の会では現在、石川県内の小中学校に漫画「はだしのゲン」を寄贈する運動に取り組んでいます。
チケットの収益金は、「はだしのゲン寄贈募金」としてつかわせていただきます。

第25回石川反核医師の会総会記念企画
Nuclear Abolition Day
第3回核兵器廃絶国際行動デー

＊大人／2,000円　＊中高生／500円

キエフの鳥の歌、いつも何度でも
秋桜（コスモス）、アヴェマリア ほか

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その8

シリーズ

信
頼
で
き
な
い
政
府
の
ウ
ソ
と

　内
部
被
ば
く
の
真
実
に
触
れ
て

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

　理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

テ
ー
マ
／『
放
射
線
の
健
康
影
響
』  

講
師
／
矢
ヶ
﨑
克
馬

140人の会員、医療スタッフ、一般市民の方々が参加して開かれた定期総会記念講演
（2月19日・ホテル金沢）
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【第12回（最終回・前編）】
「連帯」についての考察（前編）

斉藤典才医師の
さい  とう  のり  とし

斉藤　典才（金沢市・外科）

12回シリーズ 原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

私
は
キ
ュ
ー
バ
視
察
に
出
発

す
る
前
に
、「
連
帯
」
と
い
う

言
葉
に
大
変
興
味
が
惹
か
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
は
労
働
組

合
が
弱
い
こ
と
も
あ
り
、
今
ま

で
「
連
帯
」
と
い
う
言
葉
を
あ

ま
り
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
視
察
旅
行
の
案

内
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ガ

イ
ド
の
ス
サ
ー
ナ
さ
ん
か
ら

は
、「
連
帯
」
と
い
う
言
葉
が

た
く
さ
ん
聞
か
れ
、
キ
ュ
ー
バ

で
は
「
連
帯
」
と
い
う
概
念
が

深
く
社
会
の
中
に
根
付
い
て
い

る
よ
う
な
印
象
で
し
た
。

実
は
、
キ
ュ
ー
バ
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て

病
気
に
な
っ
た
人
た
ち
を
治
療

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
九
九
〇
年
に

百
三
十
九
人
の
重
病
の

子
ど
も
を
引
き
受
け
て

以
来
、
合
計
二
万
二
千

人
（
う
ち
、
子
ど
も
は

一
万
八
千
五
百
人
）
の
治

療
に
あ
た
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
一
九
九
〇
年
代
の

キ
ュ
ー
バ
は
、
ソ
連
崩
壊

後
の
未
曾
有
の
経
済
危
機

に
あ
っ
た
時
期
で
す
が
、

す
べ
て
キ
ュ
ー
バ
の
負
担

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
死
者
は
十
五
人
で
、

十
六
人
に
骨
髄
移
植
を
行
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
に
関
し

て
あ
る
女
性
の
発
言
と
し
て
、

『
困
っ
て
い
る
人
に
提
供
で
き

る
も
の
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を

す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
で

す
。
今
は
十
分
な
食
べ
物
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
被
曝
し
た
子
ど
も
た
ち
を
無

視
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
革

命
や
国
際
的
連
帯
の
基
本
だ
か

ら
で
す
。』（『
世
界
が
キ
ュ
ー

バ
医
療
を
手
本
に
す
る
わ
け
』

吉
田
太
郎
著　

百
五
十
六
頁
～

百
五
十
八
頁
）

キ
ュ
ー
バ
の
連
帯
を
考
え
さ

せ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
事
例
と

し
て
、
子
ど
も
の
教
育
が
あ
り

ま
す
。
吉
田
太
郎
著
『
世
界
が

キ
ュ
ー
バ
の
高
学
力
に
注
目
す

る
わ
け
』（
六
十
六
頁
）
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
話
で
す
。『
一

般
的
に
キ
ュ
ー
バ
は
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
で
、
ス
ロ
ー
な
国
で
誰

も
が
平
等
で
競
争
が
な
い
地
上

の
楽
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
だ

が
実
態
は
違
う
。
機
会
は
平
等

だ
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同
士
や

校
内
の
他
の
ク
ラ
ス
と
競
争
し

合
う
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い

る
。「
エ
ム
ラ
シ
オ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
競
争
は
、
他
人
を

蹴
落
と
す
た
め
で
は
な
く
、
仲

間
と
助
け
合
っ
て
自
分
を
磨
く

た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
。
自
主
研
究
と
自
習
を

組
み
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
学
習

で
、
一
番
で
き
る
生
徒
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
成
績
の
悪
い
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
を
指
導
し
て
面
倒

を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
教
え
る
側

に
偉
ぶ
る
雰
囲
気
は
な
い
し
、

教
え
て
も
ら
う
側
も
そ
れ
を
恥

と
は
感
じ
な
い
。』
こ
れ
は
、

日
本
に
は
ま
る
で
見
ら
れ
な
い

光
景
で
す
。

こ
の
視
察
旅
行
で
、「
連
帯
」

の
意
味
を
知
り
た
か
っ
た
私

は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
医
科
大

学
を
訪
問
し
た
際
に
、
ダ
ル
ミ

ス
先
生
に
質
問
を
投
げ
か
け
ま

し
た
。
キ
ュ
ー
バ
が
医
師
を
国

外
へ
派
遣
し
た
一
番
初
め
は

一
九
六
三
年
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で

す
。
そ
れ
だ
け
古
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
余
っ
て
い
る
か
ら
あ

げ
る
の
で
は
な
く
、
シ
ェ
ア
す

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ

の
「
余
っ
て
い
る
か
ら
援
助
す

る
の
で
は
な
く
、（
貧
し
く
も
）

分
か
ち
合
う
の
だ
」
と
い
う
言

葉
は
、と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

（
付
記
）
一
週
間
の
旅
の
最
後

に
コ
ヒ
マ
ル
と
い
う
、
作
家

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
暮
ら
し

た
港
町
へ
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
住
居
や
行
き
つ
け

の
バ
ー
な
ど
に
立
ち
寄
り
、

少
々
優
雅
な
気
分
に
浸
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
）。

（
以
後
、
次
号
に
続
く
）

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
、
は
や
一
年
。
事
故
の
深
刻
さ

は
、
想
像
を
絶
す
る
。
振
り
返
る
に
、
あ
の
事
故
の
直
後
、

テ
レ
ビ
に
解
説
者
と
し
て
出
演
し
た
東
大
工
学
部
の
原
子
力

の
専
門
家
と
称
す
る
方
々
は
、「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
あ
り
得

ず
、
圧
力
容
器
が
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
て
い

た
。
彼
ら
の
言
語
体
系
は
、
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

そ
ん
な
疑
問
を
持
ち
続
け
て
い
た
ら
、「
な
る
ほ
ど
」
と

合
点
が
い
く
説
明
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
が
『
東
大
話
法
』
で

あ
る
。
そ
の
提
唱
者
が
安
富
歩
氏
で
、
著
書
『
原
発
危
機
と

東
大
話
法
』
が
今
よ
く
売
れ
て
い
て
、
早
速
読
ん
で
み
た
。

安
富
氏
は
京
大
経
済
学
部
出
身
で
、
二
年
ほ
ど
銀
行
員
と
し

て
働
い
た
後
、
学
究
の
道
に
入
り
、
今
は
何
と
東
大
教
授
で

あ
る
。

『
東
大
話
法
』
と
は
、本
書
の
中
で
「
規
則
一
」
か
ら
「
規

則
二
十
」
ま
で
箇
条
書
き
に
並
べ
て
あ
る
が
、
二
、三
紹
介

す
る
と
、「
規
則
一
・
・
・
自
分
の
信
念
で
な
く
、
自
分
の

立
場
に
合
わ
せ
た
思
考
を
採
用
す
る
」。「
規
則
三
・
・
・
都

合
の
悪
い
こ
と
は
無
視
し
、
都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
返
事
す

る
」。「
規
則
九
・
・
・
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
と
言
っ

て
嘘
を
つ
く
」
な
ど
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
東
大
話
法

と
は
、
立
場
に
よ
る
判
断
を
個
人
の
理
性
的
な
判
断
よ
り
優

先
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
大
話
法
を
駆
使
す
る
の
は
、
何
も
東
大
の

教
官
ば
か
り
で
は
な
い
。
精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏
、
ブ
ロ

グ
で
有
名
な
池
田
信
夫
氏
な
ど
が
、
東
大
話
法
を
駆
使
し
て

い
る
と
解
説
。
こ
の
本
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
意
外
と
同
僚
の

東
大
教
授
ら
か
ら
は
評
判
が
良
い
そ
う
だ
。
こ
の
話
法
、
原

子
力
ム
ラ
に
か
か
わ
っ
て
き
た
工
学
系
の
学
者
の
み
な
ら

ず
、
経
済
、
政
治
、
法
律
な
ど
に
か
か
わ
る
方
々
、
東
大
出

身
で
な
く
て
も
、
わ
れ
わ
れ
周
囲
に
も
操
る
方
は
多
い
の
で

は
な
い
か
と
解
説
す
る
一
方
、
原
発
推
進
に
批
判
的
で
あ
っ

た
高
木
仁
三
郎
氏
、
小
出
裕
章
氏
な
ど
の
生
き
方
や
言
動
も

紹
介
し
て
い
る
。
原
子
力
村
＝
シ
ョ
ッ
カ
ー
、
小
出
裕
章
＝

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
た
と
え
も
お
も
し
ろ
く
、
読
ん
で
損

に
は
な
ら
な
い
一
冊
と
思
う
。
な
お
先
日
、
ネ
ッ
ト
放
送
に

安
富
氏
が
出
演
し
て
い
た
が
、
髪
ぼ
さ
ぼ
さ
で
、
黒
の
サ
ン

グ
ラ
ス
に
カ
ス
ト
ロ
ひ
げ
、
迷
彩
服
と
い
う
出
で
立
ち
で
、

関
西
弁
を
交
え
て
喋
っ
て
い
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
東
大
の
先
生

で
、
一
度
、
話
を
直
接
聞
き
た
く
な
っ
た
。

会員リレーエッセー　◆◆150◆◆

な
る
ほ
ど
・
・
・ 

　『
東
大
話
法
』だ
っ
た
の
か

喜
多
　
徹
（
野
々
市
市
・
内
科
）

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独1 8 4 7
8 2 1

9 3 7 5 □
9 1 6
7 5

2 8 3
□ 7 5 3 2
8 9 7
5 2 4 8

囲 碁

（解答は 2 面にあります） （解答は 2 面にあります）

持
駒

　桂

黒先　7分で1、2級以上
〈ヒント〉 一手目の好手から
 二眼を作ります。

〈ヒント〉 桂の活用はどこか……。
 10分で3級

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

玉
飛金

金
歩
と角

右がガイドのスサーナさん、左がラテ
ンアメリカ医科大学のダルミス先生

ヘミングウェイ行きつけのバー

ヘミングウェイが好んでいた席に座る筆者
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